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　抜けるような青空にどんよりとした灰色の曇り空、紅く染

まる夕焼けに月明かりに照らされた紺碧の空、雨上がりの

虹に、太陽のまわりに広がるハロ…。空は様々な色に満ち

ています。それらの色は、光の様々な性質が生み出すもの。 

ただ見ているだけでも美しく不思議に思えるものですが、そ

こにちょっとだけ科学の視点を加えてみましょう。すると、普

段の空の見方が、ちょっと変わるかもしれませんよ。

空の色と光の科学

2018 年 5月21日に平塚市内で見られたハロ

寄贈品コーナー展示

３月 9 日（土）～ 4 月 7 日（日）

←アオバトが飛来することで有名な県の天然記念物である照ヶ崎は、
どのようにしてできたのでしょうか？

第４回「大磯周辺の地層と史跡」
行き先　：大磯駅～花水橋　
実施日　：3 月 31 日（日）午後 1 時～午後 4 時
参加申込：往復はがきに行事名・住所・氏名・
　　　　   電話番号を記入してお申込みください。
締    切　：3 月 20 日（水）（当日消印有効）
定　員　：20 名（応募多数の場合抽選）
備　考　：雨天時中止

平塚の石仏を語る
「庚申信仰と平塚の庚申塔」「南金目の石仏」

　石仏の歴史、石像の意味、地域
における石仏の信仰について、当
館石仏を調べる会の会員がわかり
やすくお話しする講演会です。
　「庚申信仰と平塚の庚申塔」は、
会員の中森勝之氏が庚申信仰の歴
史を詳説し、市内の特徴ある庚申
塔をご紹介します。
　「南金目の石仏」では、石仏を
調べることでわかる地域の信仰や
歴史についてお話します。
　ぜひ、ご来場ください。

立野町 晴雲寺の庚申塔
延宝6年（1678）建立

「南金目の石仏めぐり」で寂静寺の石塔を解説する会員

日時：３月９日（土）午後 1 時～ 4 時
　　　　（開場は 12 時 30 分）
  会場：博物館講堂　　
 参加：自由　　定員：60 名
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